
 
 

 

かんきょうレポート 

 

平成１９年度 

株式会社 琵琶湖グランドホテル 
 
 
 

ごあいさつ 

 

     当社は昭和３３年雄琴の琵琶湖畔に、「芭蕉園」として旅館業 

を開業し、その後現在地に琵琶湖グランドホテルをオープン、 

平成５年には全客室露天風呂付き「京近江」の完成で全２００室 

を擁する旅館へと成長させていただきました。 

 その過程において、琵琶湖の豊かな自然環境と美しい風景がお 

客様の心を癒し、支持を得られたものと感謝しています。  

そして、いつまでもこの自然環境を守るために、環境への負荷を 

軽減していく事こそが私たちの使命と認識し、平成１８年に環境 

ISO１４００１の認証を取得しました。 

 以来、環境保全活動・省エネに取り組んでまいりましたが、昨 

年度の活動結果をここにご報告申し上げます。 

 

                          平成２０年６月 

                      ㈱琵琶湖グランドホテル 

                      代表取締役 金子 基文 
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環 境 理 念 

   私たち琵琶湖グランドホテル・京近江は、「観光産業を通じて社会 
  に貢献する」という企業理念のもと、サービス業として、価値ある 
  商品・サービスの提供に努めてまいります。 
 
 

環 境 方 針 

    
   当社は、日本最大の琵琶湖の畔に位置し、豊かな自然環境のもとで、 
  地域に根ざした環境保全活動を通じて地域の方々との共生を育み、旅 

館を拠点とした循環型社会に寄与していきます。 
 

１．当社は、宿泊者、来館者への飲食、宿泊等の事業活動において、琵琶湖を 
  を取り巻く地域環境保護の観点を持って取り組みます。 
 
２．当社は、環境マネジメントシステムの継続的改善及び、汚染の予防に取り

組みます。 
 
３．当社の環境側面に関係して、適応可能な環境関連法規制及び、当社が同意 
  するその他の要求事項を遵守します。 
 
４．当社は、廃棄物の削減と省エネルギーについて環境目的及び、目標を定め

ます。 
 
５．当社は、組織で働く者及び業務を委託する業者に、当社の環境方針及び環

境活動を周知します。 
 
６．当社は、環境方針を文書化し、一般の方が入手できるようにホームページ

上に公開します。 
 

２００７年１０月１日 
琵琶湖グランドホテル・京近江 

代表取締役  金子基文 
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会社概要 

会  社  名：株式会社 琵琶湖グランドホテル 
      所  在  地：大津市雄琴６丁目５－１ 
     代 表 取 締 役：金子基文 
     資  本  金：５，０００万円 
     従 業 員 総 数：２８０名（社員・パート・アルバイト） 
     総 敷 地 面 積：２２，５９６．８３㎡ 
     総 延 床 面 積：３４，７８８．４０㎡ 
 
 
Ⅰ 環境活動取り組み体制（組織図） 
                               

   環境管理統括者    

   （代表取締役）    

         

   環境管理責任者    

   （正・副各１名）    

         

   ISO 事務局    

   （正１名・副２名）    

           

             

営業管理・総務部門  調理部門  宴会・後方部門 

環境管理委員  環境管理委員  環境管理委員 

（正・副各１名）  （正・副各１名）  （正・副各１名） 

フロント班  調理班  ルーム係り班 

ナイトフロント班  炊飯班  パブリック班 

予約班     仲番・配膳班 

経理・総務班     用度班 

設備班       

車両班       

売店班       

営業班       
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Ⅱ 認証取得内容 
 

ISO１４００１：２００４・JIS Q１４００１：２００４     
登録番号：EC０６J００６２   登録日：２００６年７月１０日 

 
Ⅲ 環境活動の内容と実績 
   

●２００７年度活動実績                  表―１ 

         
平成１８年４月１日施行の「改正省エネ法」に基づき、平成１７年度の「エネ

ルギー使用状況届出書」を提出、「第二種エネルギー管理指定工場」の指定を受

ける。これにより、「定期報告書」の提出と、エネルギー管理員の選出が必要と

なり、エネルギーの使用の合理化に努めることとなりました。 
 
※ エネルギー使用に係る原単位 
   当社は当館をご利用いただくお客様（宿泊・日帰り）の数により、使用

するエネルギーの量と密接に関係を持つので、原単位を次のように設定し

ました。 
       エネルギー使用量（原油換算 kl） 

        年間取扱い延べ人員（単位：万人） 
 
 
    ●前年度との比較表 
                               表―２ 

  エネルギー使用量 取扱い延べ人員 エネルギーの使用 CO2 排出量 

  (原油換算 kl) （単位：万人） に係る原単位 (t-CO2) 

１８年度 2,479 19.22 129.0 5,480 

１９年度 2,277 19.29 118.0 4,120 

対前年 91.9% 100.4% 91.5% 75.2% 

※ １８年度よりエネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素の排出量を報告。 

環 境 目 的 具 体 的 方 策 目標値 実績値 評 価 

省エネルギー推進 電力：未使用時間の消灯確認      

（前年度エネルギー使     白熱灯から蛍光灯へ移行 125.13 118.00 達 成 

用に係る原単位の３％ ガス：冷暖房の設定温度の徹底      

削減）  重油：ボイラーの運転時間調整       



 4 

Ⅳ 具体的活動・取組みの報告 
  
  省エネ推進については、使用するエネルギーを次のように分類して方策を

立てています。 
  
    ①電力 ②ガス（都市ガス・LPG） ③油（ガソリン・重油） 
 
そして、各部署で具体的に「何が出来るか？」という方策をたて、その中か

ら取組み事項を決定して実行しました。 
 
① 電力 

未使用の宴会場・会議室の消灯確認徹底のため、チェックリストを作成。 

宴会・会議終了時に消灯確認した担当者を記入。 
その他パブリックスペースの状況を「電気設備中央監視システム」によ

りチェック、不要箇所の消灯を徹底。 
館内の照明器具も順次白熱灯から蛍光灯への切り替えをしています。 
事務所内においては、１５台のパソコンの電源を退社時に切る事を実施。

チェックリストに記入することで、消し忘れを防止。 
以上のような取組みの継続で、電力消費量を前年より７.４％削減できま

した。 
 

② ガス（都市ガス・LPG） 
都市ガスは主に館内の冷暖房、給湯ボイラー、LPG は調理場での使用

が主です。LPG の使用量削減にはある程度限界があり、現在実施して

いる、「つけっ放しの防止」を継続しています。 
都市ガスについては、電力削減と平行して使用後の宴会場・会議室の

冷暖房停止の徹底。 適正設定温度を統一して表示する事で、過冷暖

房の防止。 ボイラー１基を１昨年に重油から都市ガスに変えた事で、

大幅に増加した昨年の都市ガス使用量は、ボイラーの運転時間調整等

で相当量の削減が実現できた。 
結果、都市ガスは前年より１７％、LPG も５％削減できました。 
 

③ 重油・ガソリン・軽油 
ボイラー燃料としてクリーン A 重油、営業車７台のガソリン、送迎用バ

ス・マイクロバス（計３台）に軽油を使用。 
営業車の適正使用、アイドリングストップ、経済速度運転の励行に取組
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みました。 
ガソリンは営業車登録台数が増えた為、昨年度より消費量が増加しまし

たが、軽油・重油は昨年並みに抑えることが出来ました。 
 
Ⅴ 活動総括と今後の課題 
 
   改正省エネ法の施行を受け、エネルギー使用の合理化に取り組んで３年

目、「エネルギーの使用に係る原単位」の対前年比は１８年度が９２．５％、

１９年度が９１．５％と大幅に成果を上げることが出来ました。（表―１、

表―２参照） 
   エネルギーの使用に伴って発生する CO2 の排出量は、電力と都市ガスの

使用量大幅削減が大きく寄与して対前年７５．２％と減少しました。（表―

２参照） 
  このことは、省エネ運動を推進していく中で、社員全員が確かな手応えを

感じ、モチベーションの持続に大いに役立っています。 
    

省エネ運動に取り組むまで、手付かずのところが随分あり、その改善に

よりこの２年間は成果が目に見える形で現れました。 
  今後は、この数値をいかに維持しながら改善策を見出せるかが、課題とな

ってきます。 
 
   将来的には社員だけではなく、ご来館いただくお客様にも参加、協力い

ただけるような取組みをして、省エネ・CO2 削減や環境保全を共に実感し

ていただけるような活動にしたいと思っています。 
  また、省エネ商品・グリーン商品の購入や、天然ガス自動車・ハイブリ

ッドカーへの切り替え、重油から都市ガス・電気への燃料変換等にも取り

組みたいと思います。 
 
   次年度からは、ISO の環境目標の一つである「琵琶湖周辺の美化活動」

についても環境レポート上で報告したいと思います。 
   
 
                             
 

 以上 


